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教育長定例記者会見 会見録 

 

日時：平成３０年６月１日 １６時～ 

場所：教育委員室 

 

発表項目 

・「まいぶん祭２０１８」体験工房の参加者募集 

 

質疑事項 

・発表項目について 

・教育ビジョンの進捗状況について 

・インターハイについて 

 

発表項目 

（教育長）埋蔵文化財センターでは、子どもたちに様々な体験を通して地域の歴史を感じ、

学び、興味関心をさらに深めてもらうため、８月２１日、火曜日から２３日、木曜日まで

の３日間、埋蔵文化財センター嬉野分室において、「まいぶん祭」を開催いたします。体験

メニューの目玉となります「日替わり体験工房」では、参加者が自分の手で、石に線を書

いて、削って、磨き、世界に一つだけの勾玉や石包丁を作ります。私がさげてますこれが

そうですけども、勾玉づくりは、目の粗さの異なる紙やすりを使い分けて、表面をなめら

かに磨き上げていきます。石包丁は、出来上がったあと稲を摘みとるかわりに草を切って

使ってみます。毎年、子どもたちは夢中で取り組んでいます。昨年度までの様子を前にお

示ししています。「日替わり体験工房」は１日３回開催し、各回で３０人ずつ、合計２７０

人ほどの子どもたちに体験してもらうことができます。「まいぶん祭」では、その他にも、

本物の土器に触れる体験や、昔の道具を使った火おこし体験、ここにその道具を置いてご

ざいます。それから「三重の城すごろく」、これです。それから「ふるさと三重めぐりのす

ごろく」、こちらです。それから「馬形はにわの大型パズル」で遊びながら、三重県の文化

財について学んでもらいます。すべての体験メニューは無料で体験していただけますが、

「日替わり体験工房」につきましては、小学生・中学生限定で、事前申込が必要です。往

復はがきにお手元のチラシに記載の必要事項を記入のうえ、７月１９日までに埋蔵文化財

センターまで郵送でお申し込みください。申込人数が多い場合は抽選となります。参加い

ただく皆さまには、「まいぶん祭」を通じて、地域の歴史や文化財に親しんでいただくとと

もに、子どもたちには夏休みの自由研究にまとめてもらったり、保護者の方には、子ども

と一緒に作業をしたり、思い出を写真に残したりして、楽しんでいただければと考えてい

ます。多くの方のご応募・ご参加をお待ちしております。私の発表は以上です。 

 

発表項目に関する質疑 

（質）何回目ですかね。いつから始めて。 

（答）平成２４年から始まって、今年で７年目になります。 

（質）７回目ということですか。 
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（答）７回目です。 

（質）今年、新しい取組とかありますか。 

（答）同じですかね。このすごろくとかいうのも平成２６年くらいから出来てきて、順次

工夫はしていますけど、昨年度と何か変わったこととか、それはございません。昨年度と

まったく同じです。 

（質）開催場所も。 

（答）開催場所も一緒です。 

（質）参加者は例年どれくらいとか。 

（答）毎年、応募が多くて、今年も全部で２７０名というふうに先ほど申しあげましたが、

だいたい３００名くらいずつ。 

（答 埋蔵文化財センター）だいたい１．５倍の申込みがあって、抽選させていただいて、

２７０プラスアルファくらいになっています。体験工房についてですね。 

（質）４００人くらいの応募があるという。 

（答 埋蔵文化財センター）そうですね。 

（質）抽選で一部参加できない人がいるという、それはご承知いただいて。 

（答）体験工房は先ほど言った２７０名なんですけど、３日間通して一昨年と昨年、それ

ぞれ３日間ずつで、のべ１,９００人の方が来ていただいて、見ていただいたりもしていま

す。 

（質）体験は、そうすると一部参加できないけれども、体験はせず見に来るという人もい

るということですか。 

（答 埋蔵文化財センター）体験工房の中で、材料を用意しなければいけない石包丁づく

りと勾玉づくりを申込み制にしていますが、「火おこし」だとか、「ホンモノの土器にさわ

ってみよう！」とかは、そういう意味でお越しいただけますので。 

（質）例年２,０００人くらいということでいいんですね。 

（答）そうですね。のべ１,９００人前後で、２,０００人くらいで結構です。 

（質）埋蔵文化財というのは、いつの時代の物のことを言うんですか。三重県の埋蔵文化

財というのはどういう特徴があるんですか。 

（答 埋蔵文化財センター）特徴はなかなか難しいですが、いつの時代かというと、ほぼ

江戸時代までは今、埋蔵文化財としております。 

（質）ふるさと三重を知ってもらうと言うけど、何を知ってもらうのか全然分からないん

ですけれども。 

（答 埋蔵文化財センター）三重にこんなに遺跡があるだとか、すごろくであれば古い遺

跡も見られます。向こうですとお城も巡りますので、こんなお城があるんだっていうのも

知ってもらえる。 

（質）こんな遺跡っていうのはどんな遺跡なんですか。 

（答 埋蔵文化財センター）三重の特徴的な遺跡って言うと、日本に唯一、三重にしかな

いのは斎宮っていう遺跡なんですけれども。 

（質）斎宮は分かりますけれども、斎宮の話なんかあるんですか。松阪の馬形埴輪とか、

松阪地域は割と古墳とか多いんですか。 
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（答 埋蔵文化財センター）松阪地域も多いですけれども、北勢とか伊賀地域は古墳が多

いですけどね。 

（質）この資料を見ても何が魅力なのかよく分からないんですけれど。すぐ説明できない

ならまた聞きに行きます。 

 

その他の項目に関する質疑 

〇教育ビジョンの進捗状況について 

（質）今日のこの定例会の教育ビジョンの進捗状況というところを初めて公開されると思

うんですが、簡単にかいつまんで全体的なことと、どう認識しているかということを。 

（答）まずこの教育ビジョンがあって、教育ビジョンごとに数値目標を決めていて、これ

は平成２８年度から３１年度までの４年間に目標をそれぞれ年度ごとに決めて、どこまで

それを到達したかというような形のものにしてあります。それを現在未確定のものもある

んですけど、現在のところ施策で８５．３％、重点で８８．４％が進捗度が「進んだ」と

かあるいは「ある程度進んだ」というふうに整理しておりますので、おおむね順調に２９

年度においても進んだというふうに認識しております。ただ、やっぱり目標で「ある程度

進んだ」までいかなかったものもありますので、それぞれどういうことでだめだったのか

という分析をして、それもこのお示しした表の中にそれぞれ一番右の中に書いてあります

けど、あと残り２年間で目標が達成できるように努力していかなければいけないなという

思いを強くしたところです。 

（質）特に「進まなかった」という「Ｄ」の判定は学力と。 

（答）重点のところですね。学力については２９年度の結果が８月くらいに出ております

ので、それ以降市町へ行って、重点的に支援する学校とかも市町と相談しながら指導に行

っておりますので、その結果が今年度良い結果に出てくるようにというふうに思っている

ところです。手ごたえ感というのもなかなか難しいところではあるんですけども、重点的

に取り組んだところが生きてくればいいなと考えています。 

（質）学力テストの結果を踏まえて、「進まなかった」というふうに考えたということで

すか。 

（答）そうですね。２９年度、重点のところではその数字になっていますので、「Ｄ」と

いうのが、この資料では２３ページの「Ｄ」というところですね。それから「Ｄ」はあと

２つ。あと全国入賞ですよね、重点では。スポーツでの全国大会での入賞件数が「Ｄ」と

いう結果になりましたので、これからも２階の国体・全国障害者スポーツ大会局と連携し

ながら、「チームみえ・コーチアカデミーセンター事業」とかそういうとこでトップ養成

などに一緒になって取り組んでいきたいと思います。 

（質）（２）の体力の向上と学校スポーツの推進が進まなかったというのは、スポーツ大

会の入賞件数が足りなかったからということですね。 

（答）そうですね。２５ページに書いてあります。２５ページのここにも「Ｄ」と書いて

あります。 

（質）心の教育の推進はどうですか。「進まなかった」とありますが。 

（答 教育政策課）２６ページのところですね。 
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（答）再掲のほうですね。小学校の児童との交流を行ったということで、幼稚園とか保育

園とかそういうところと交流をする回数が複数回、１回ではだめで複数回やったかどうか

というところが、なかなか私立の幼稚園とか認定子ども園とかありますので、そこがうま

くコミュニケーションが取れなくてできなかったという事実がありますので、これについ

てももっと外向けにやりましょうともっと声をかけていかなければならないなということ

を考えています。 

 

〇インターハイについて 

（質）あとちょっとしたらインターハイがありますけども、何か教育委員会としてこれは

新たに進んだよ、みたいなことはありますか。 

（答）インターハイ、あと７月２６日まで数日になってきましたので、新たに進んでとい

うか、地味に高校生活動のことも一生懸命取り組んでいるし、集合練習もみんなで開会式

の練習も取り組んでいるし、もうじき、７月になってからですけれども、知事も言ってい

るかも分かりませんが、皇太子殿下が来て下さるかどうかという発表もまだですので分か

りませんが、全てに備えられるように万全を尽くすように、今、準備を一つひとつ丁寧に

進めていくというところで、新たに何かがというところは、今はないです。 

（質）決めたことを着実にやっていくという。 

（答）成功して当たり前みたいに多分、言われると思いますので、開会式も含めて、一生

懸命、集合して練習したりというのを、回数を増やしていきたいというふうに考えていま

す。 

 

（以上）１６時１３分 終了 

 


